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深浦町総合戦略課　企画調整係
　　　電話　74－2122

みなさんの身近な話題・行事・出来事
などの情報をお寄せ下さい。

　明治安田生命保険相互会社では「私の地元応援募金」とし
て、従業員募金と会社からの寄付を合わせたものを、支社・
営業所などが日頃お世話になっている自治体などへ寄附して
います。
　今回、地域住民の健康増進や介護・認知症対策、子育て支
援に役立ててほしいとの思いを込めた寄附金603,000円と
電話機に接続することで通話時の聴こえにくさを解消する機
器「サウンドアーチ」を深浦町へ寄附していただきました。

　公益のために私財を寄附した人や企業に贈
られる紺綬褒章を西つがる風力発電株式会社
が昨年に続き今年も受章し、吉田前町長から同
社の盛高健太郎代表取締役へ手渡されました。
　西つがる風力発電株式会社は、平成25年から深浦町内に
大型風車9基を設置しており、現在も運用しています。
　令和５年７月に発生した豪雨災害で被災した地域の復旧・
復興や被災された方の生活再建のため、企業版ふるさと納税
による災害支援金として寄附金をいただいており、今回の受
章となりました。

明治安田生命から寄附を
いただきました

12／
３

　JR深浦駅舎の木質化セレモニーが開催されました。今回の木
質化では、駅舎内の一部を地域産の木材による木質化コーナーと
し、故郷の木の香りに包まれた憩いのスペースが作られました。
　駅舎待合室には地域の特産スギ・ヒバ材による縦格子スクリー
ンと白神山地周辺の里山産ナラ材を使ったフラットベンチが設置
されました。セレモニーを主催した青森県木材協同組合の熊谷副
理事長は「町内で伐採し、製材されたスギやナラを使用して製作
している。町民の皆さまに広く愛されることを期待しています」
と語りました。

深浦駅木質化セレモニーが
行われました

12／
20

西つがる風力発電が紺綬褒章受章
12／
12

紺綬褒章を受け取る西つがる風力発電株式会社の
盛高健太郎代表取締役

木質化した深浦駅について説明する
青森県木材協同組合の熊谷副理事長

吉田前町長へ目録を手渡す明治安田生命
青森支社五所川原営業所の菱沼所長
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上空へ飛び立つ気球

　アオーネ白神十二湖で24日夜と25日朝に熱気球係留搭乗体験
が開催されました。11月上旬にも開催予定でしたが、強風のた
め中止となり、今回はリベンジ開催となりました。
　24日は、現在アオーネ白神十二湖で行われているふかうらイルミネーション
を気球に搭乗し、上から眺められる予定でしたが、降雪と強風により残念なが
ら中止となりました。
　翌25日も風はあったものの弱まったタイミングを見計らい、気球は無事に上
空へ飛び立ちました。搭乗した人たちは上空からの景色や初めての気球体験を
楽しんでいました。

熱気球係留搭乗体験が開催されました
12／
24・25

　年末の恒例行事である「裸参り」が岩崎地
区で行われました。「サイギ、サイギ」と威
勢のいい掛け声を響かせた男衆が、新年の五
穀豊穣や豊漁、無病息災を祈願しました。
　雪が降り、体を刺すような冷たい風が吹き付ける中、18
名の男衆がふれあいと創造の館から岩崎漁港までを練り歩い
た後、二手に分かれて宗像神社と武甕槌神社にしめ縄を奉納
しました。男衆の声が聞こえてくると、一目見ようと沿道に
地域住民が集まり、地域に根付く伝統文化を見守っていまし
た。

「サイギ、サイギ」響き渡る
12／
30

地区を練り歩く男衆

　アオーネ白神十二湖で「ふかうらイルミ
ネーション」が開幕しました。今年は8万個
以上の電球で、光の遊歩道を演出しており、
光の空間の中を歩いて楽しむことができます。
　開催初日の21日は地元の子どもたち約20人による点灯
セレモニーが行われました。会場には30人以上が集ま
り、イルミネーションに明かりがつくと歓声が上がりまし
た。
　翌日以降も会場には人々が訪れ、光の遊歩道を歩き、思
い思いの場所から写真を撮影するなど、イルミネーション
を楽しんでいました。

ふかうらイルミネーションが始まりました
12／
21

イルミネーションを楽しむ来場者


